
参考資料 

八幡志水線沿線にお住まいのみなさまの移動に関する 

アンケート調査結果（速報版） 

1. 調査の概要 

表 調査の概要 

 戸津 八幡盛戸・八幡舞台・八幡吉原・八幡小松 合計 

調査期間 令和６年 10月 30日(水)～11月９日(土) 令和６年 11月１日(金)～11月 15日(金) - 

調査方法 調査票への記入・Web - 

調査対象 149世帯 497世帯 646世帯 

配布・ 

回収方法 

自治会を通じた配布・回収 ポスティングによる配布 

郵送回収 

- 

回収数 96世帯 

180票 

132世帯 

204票 

228世帯 

384票 

回収率 64.4％（96世帯/149世帯） 26.6％（132世帯/497世帯） 35.3％ 

 

2. 調査票 

調査票の配布にあたっては、回収率の向上を目的として１世帯あたり調査票を２枚配布した。

また、調査票は八幡志水線の利用者の意見を優先的に把握することを目的として１枚目は世帯主

用、２枚目は利用者または世帯で２人目の方用とした。 

あわせて、八幡志水線の路線廃止の周知が十分でない可能性があることから、依頼状の裏面を

活用して路線廃止に関する情報提供を実施した。 

次頁以降に配布した依頼状及び調査票を示す。
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(1) 依頼状兼路線廃止周知資料 

 

図 依頼状兼路線廃止周知資料（左：表面、右：裏面） 

（※表面は戸津地区に配布した内容）  
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(2) 調査票 

 

図 調査票（１枚目）（左：表面、右：裏面） 
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図 調査票（２枚目）（左：表面、右：裏面） 
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3. アンケート調査結果（速報） 

質問１ 

① 性別 

回答者の性別は両地域合計で男性・女性ともに約５割ずつである。 

 

 

図 性別 

 

② 年齢階層 

回答者の年齢階層は 65歳以上の高齢者が戸津で約７割、八幡盛戸・八幡舞台・八幡吉原・

八幡小松で約５割を占める。 

戸津は八幡盛戸・八幡舞台・八幡吉原・八幡小松と比較して回答者の年齢階層が高い。 

 

 

図 年齢階層 
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③ 世帯構成 

回答者の世帯構成は両地域合計で「家族と同居（夫婦のみ以外）」が最も多く約５割を占

める。次いで「家族と同居（夫婦のみ）」が多い。 

 

 

図 世帯構成 

 

④ 居住地 

回答者の居住地のうち、八幡盛戸・八幡舞台・八幡吉原・八幡小松の内訳をみると、八幡

小松（約 33％）、八幡舞台（約 31％）、八幡盛戸（約 25％）、八幡吉原（約 12％）の順で

多い。 

 

 

図 居住地（八幡盛戸・八幡舞台・八幡吉原・八幡小松） 
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⑤ 自家用車保有状況 

自家用車保有状況をみると、戸津では「世帯で２台以上保有」との回答が最も多い。 

八幡盛戸・八幡舞台・八幡吉原・八幡小松では「世帯で１台保有」との回答が最も多い。ま

た、「持っていない」との回答が約３割を占めている。 

戸津は自家用車を１人１台保有している世帯がある一方で、八幡盛戸・八幡舞台・八幡吉

原・八幡小松は世帯で自家用車を保有しているものの、利用できない時間がある世帯や、自

家用車を保有していないため徒歩、自転車、地域公共交通で移動する世帯が多いことが伺え

る。 

 

図 自家用車保有状況 

 

⑥ 運転免許 

運転免許を持っている割合は戸津で約８割、八幡盛戸・八幡舞台・八幡吉原・八幡小松で

約５割を占めている。運転免許を返納した、または取得していない割合は八幡盛戸・八幡舞

台・八幡吉原・八幡小松で約４割を占めている。 

 

 

図 運転免許保有状況 
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質問２ 外出困難度 

外出困難度は両地域合計で「一人で外出可能」が約９割を占める。 

 

図 外出困難度 
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質問３ 

① 八幡志水線の認知度 

八幡志水線の認知度は両地域合計で「バスのルートや運行時刻について知っている」が約

７割を占める。 

 

図 八幡志水線の認知度 

 

バスの運行を知っているものの、ダイヤやルートまでは知らないという人は、30～49歳を

除き高齢層ほど割合が高まる。 

 

図 年齢階層別 八幡志水線の認知度  
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② 八幡志水線の減便・廃止の認知度 

令和７年(2025年)３月の路線廃止の認知度は、戸津では約８割である一方で、八幡盛戸・

八幡舞台・八幡吉原・八幡小松では約４割と低い。 

 

図 八幡志水線の減便・廃止の認知度 
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質問４ 

①-1 八幡志水線の最近１年の利用頻度 

八幡志水線の最近１年の利用頻度について週１日以上利用している割合をみると、戸津で

約１割、八幡盛戸・八幡舞台・八幡吉原・八幡小松で約３割である。 

一方、１年で全く利用したことがない人の割合は戸津で約４割、八幡盛戸・八幡舞台・八

幡吉原・八幡小松で約３割である。 

八幡盛戸・八幡舞台・八幡吉原・八幡小松は戸津と比較して利用頻度が高いと言える。 

 

 

図 八幡志水線の最近１年の利用頻度 

 

 

①-2 年齢階層別 八幡志水線の最近１年の利用頻度 

年齢階層別にみると、29 歳以下では週１日以上利用している割合が約５割を占めており、

若年層ほど日常的に利用している割合が高い傾向にある。 

 

図 年齢階層別 八幡志水線の最近１年の利用頻度 
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② 八幡志水線の最後の利用時期 

八幡志水線を最近１年に「全く利用なし」と回答した人の最後の利用時期をみると、「一

度も利用したことがない」と回答した割合は戸津で約２割、八幡盛戸・八幡舞台・八幡吉原・

八幡小松で約４割を占めている。 

 

 

図 八幡志水線の最後の利用時期 

 

質問５ 

①-1 八幡志水線廃止の生活への影響 

八幡志水線の廃止に伴い「地域公共交通以外の移動手段で移動するしかない（外出頻度は

減少する）」「自力で外出できなくなる」と回答した割合は、両地域合計で約２割である。 

また、八幡盛戸・八幡舞台・八幡吉原・八幡小松では「他のバス停まで歩いて移動する」が

約４割を占める。 

 

 

図 八幡志水線廃止の生活への影響  

24.6%

42.2%

33.1%

46.4%

34.4%

40.6%

13.0%

12.5%

12.8%

15.9%

10.9%

13.5%

戸津 [n=69]

八幡盛戸・八幡舞台・

八幡吉原・八幡小松 [n=64]

合計 [n=133]

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一度も利用したことがない

令和２年(2020年)３月以前(コロナ禍以前)

令和４年(2022年)12月以前(土休日ダイヤの運休以前)

令和５年(2023年)９月以前(１年以上前)

※1％未満のラベルは非表示

31.6%

25.4%

28.3%

4.0%

17.6%

11.2%

13.2%

41.5%

28.1%

27.6%

6.7%

16.6%

18.4%

5.2%

11.4%

5.2%

3.6%

4.4%

戸津 [n=174]

八幡盛戸・八幡舞台・

八幡吉原・八幡小松 [n=193]

合計 [n=367]

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在、八幡志水線を利用しておらず、特に変わらない

現在、他のバス停まで歩いており、特に変わらない

他のバス停まで歩いて移動する

地域公共交通以外の移動手段で移動するしかない(外出頻度は変わらない) 

地域公共交通以外の移動手段で移動するしかない(外出頻度は減少する) 

自力で外出できなくなる

※1％未満のラベルは非表示

23.6% 

8.8% 

15.8% 



 

 

－13－ 

①-2 年齢階層別 八幡志水線廃止の生活への影響 

年齢階層別にみると、「地域公共交通以外の移動手段で移動するしかない（外出頻度は減

少する）」「自力で外出できなくなる」と回答した人は 75歳以上の高齢者に多い。 

 

  

図 年齢階層別 八幡志水線廃止の生活への影響度 
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②-1 現在、八幡志水線の代わりに使用しているバス停 

現在、八幡志水線の代わりに利用しているバス停は、両地域ともに「広門」が最も多い。

「広門」以外の停留所としては、戸津では「蜻蛉尻」、八幡盛戸・八幡舞台・八幡吉原・八幡

小松では「おさ田」と「久保田」との回答がみられる。 

 

図 現在、八幡志水線の代わりに使用しているバス停 

 

②-2 八幡志水線廃止後、代わりに利用するバス停 

八幡志水線廃止後、代わりに利用するバス停は、現在、八幡志水線の代わりに利用してい

るバス停と同様に両地域ともに「広門」が最も多いほか、戸津では「蜻蛉尻」、八幡盛戸・八

幡舞台・八幡吉原・八幡小松では「おさ田」と「久保田」との回答がみられる。 

 

 

図 八幡志水線廃止後、代わりに利用するバス停 
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③ 八幡志水線の代わりに利用する移動手段 

八幡志水線の代わりに利用する移動手段は、戸津では自家用車が約５割、次いで自転車が

約３割を占める。一方で八幡盛戸・八幡舞台・八幡吉原・八幡小松では自転車が約５割、次

いで自家用車が約３割を占める。 

 

 

図 八幡志水線の代わりに利用する移動手段 

 

質問６ 

①-1 代替交通の導入要否 

「代替交通を導入すべき」との意見は、戸津で約９割、八幡盛戸・八幡舞台・八幡吉原・八

幡小松で約８割を占めており、沿線住民の代替交通へのニーズは大きい。 

 

 

図 代替交通の導入要否 

 

  

52.6%

34.8%

48.5%

26.3%

47.8%

31.3%

2.6%

8.7%

4.0%

18.4%

8.7%

16.2%
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※1％未満のラベルは非表示
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76.4%

82.4%
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20.5%

15.7%

戸津 [n=169]

八幡盛戸・八幡舞台・

八幡吉原・八幡小松 [n=195]

合計 [n=364]

0% 20% 40% 60% 80% 100%

代替交通を導入すべき 代替交通を導入すべきでない 分からない

※1％未満のラベルは非表示
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①-2 年齢階層別 代替交通の導入要否 

「代替交通を導入すべき」との意見は、いずれの年齢階層でも約８～９割を占めており、

年齢階層による大きな傾向の変化はみられない。 

 

図 年齢階層別 代替交通の導入要否 
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※1％未満のラベルは非表示
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質問７ 

①-1 今後の八幡市の地域公共交通のあり方 

今後の八幡市の地域公共交通のあり方については、両地域ともに「行政がコミュニティバ

ス等を運行し、地域公共交通を支えていくべき」との意見が最も多い。 

 

 

図 今後の八幡市の地域公共交通のあり方 

 

①-2 年齢階層別 今後の八幡市の地域公共交通のあり方 

年齢階層別にみると、若年層ほど「住民一人一人が路線バス・タクシー等を積極的に利用

し、地域公共交通を支えていくべき」の割合が高くなっている。 

また、全ての年齢階層に渡って「地域が主体となって移動サービスを運行し、地域公共交

通を支えていくべき」との回答があり、全体で約１割を占めている。 

 

 

図 年齢階層別 今後の八幡市の地域公共交通のあり方 
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住民一人一人が路線バス タクシー等を積極的に利用し、地域公共交通を支えていくべき

行政がコミュニティバス等を運行し、地域公共交通を支えていくべき

地域が主体となって移動サービスを運行し、地域公共交通を支えていくべき

分からない

※1％未満のラベルは非表示

21.7%

17.0%

12.7%

7.9%

5.2%

10.2%

56.5%

64.2%

63.3%

61.4%

73.9%

65.8%
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65～74歳 [n=101]
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合計 [n=371]

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住民一人一人が路線バス・タクシー等を積極的に利用し、地域公共交通を支えていくべき

行政がコミュニティバス等を運行し、地域公共交通を支えていくべき

地域が主体となって移動サービスを運行し、地域公共交通を支えていくべき

分からない

※1％未満のラベルは非表示
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質問８ 地域公共交通維持のための協力意向 

地域公共交通維持のための協力意向は、両地域とも傾向は変わらず、「積極的に地域公共交通

を利用する」「地域公共交通に関心を持つ（利用状況や収支状況など）」の割合が高い。 

 

図 地域公共交通維持のための協力意向 
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